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語の定義は、International Classification of Diseases（ICD）8)、Diagnostic and Statistical 














＝（濃度％）×（量 ml）×0.8（比重）】。純アルコール 20g を日本では 1 単位と呼び、その
目安として、ビール（5％）500ml、日本酒（15％）1 合 180ml、ウイスキー（43％）ダブ
ル 1 杯 60ml、ワイン（12％）小グラス 2 杯 200ml、チューハイ（7％）350ml 缶、焼酎




トラリア、デンマークでは 1 ドリンクを 10g で換算するが、英国は 8g、デンマークでは
12g、米国では 14g である。 
 
４、危険な飲酒に該当する摂取パターン 
 危険な飲酒に該当する摂取パターンとして、主に 2 つが挙げられている。1 つ目は過剰な
習慣飲酒である。これは長期に渡り多量に飲むことで問題が生じる飲み方であり、アルコー
ル依存症、生活習慣病、がんなどの慢性的な健康障害が惹き起こされる 10)。男性で週に 14












生の飲酒は大きな問題となっている。様々な米国政府調査のレビューにおいて 13) 、18 歳
から 24 歳の大学生は 44.7％が月に１回はビンジ飲酒を経験し、15％がアルコール関連外
傷を経験するが、自分に飲酒問題があると認識していたのは 1％のみであった。このような


















能性がある』という事実はあまり知られていない。スウェーデンの 18-19 歳 49,464 人を 15
年間追跡した研究 15)では、従来から健康に良いとされていた少量飲酒者（1 週間に純アルコ























































































































質問紙は、1) 飲酒頻度、2) 1 回飲酒量、3) 過去 1 年間の 2 時間で男性 50g 以上、女性 40g
以上の純アルコール摂取回数（ビンジ飲酒）、4) 過去 1 年間のアルコール関連外傷、5) 飲
酒量の自己認識、6) 性別、年齢といった統計学的情報について聴取した。ビンジ飲酒に関









頻度に関する以下の選択肢の中から 1 つ選択した。選択肢は、毎日、週に 6 回、週に 5 回、
週に 4 回、週に 3 回、週に 2 回、週に 1 回、月に 3 回、月に 2 回、月に 1 回、年に 3-11 回、
年に 1-2 回、年に 1 回未満の 13 個であり、それぞれ 1 週間の飲酒回数に換算するため、7、 
6、 5、 4、 3、 2、 1、 0.75、 0.5、 0.25、 0.1458、 0.03125、 0 とした。本研究で
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は過剰なアルコール摂取を、過剰な週飲酒量（男性週 140g 以上、女性週 70g 以上）および







研究の目的に従い、以下の 3 つの視点で解析を行った。 
 
2－1 、解析 1 大学生の危険な飲酒に関する現状調査 
男女の飲酒パターンが異なるため 21)、研究１では男女の違いを比較するため、年齢、飲酒
の頻度、1 回飲酒量、ビンジ飲酒の頻度に関して、男女に分けてデータが正規分布する場合
に t 検定、しない場合に Mann–Whitney の U 検定を行った。また、過剰な週飲酒量および
ビンジ飲酒の割合に関して男女に分けてカイ 2 乗検定を行った。 
 
2－2、解析 2 大学生の危険な飲酒とアルコール関連外傷との関係 
解析１と同様に男女に分けて解析を行った。年齢、飲酒頻度、1 回飲酒量に関して、データ





を行った。多重共線性を確認するため、variance inflation factor を用いた。 
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るため、variance inflation factor を用いた。 
 
3、結果 
3－1、結果 1 大学生の危険な飲酒に関する現状調査 
研究対象者のフローチャートを図 2 に示した。2,842 人の学生が期間中に健康診断を受診し
た。年齢、性別に関して適切に回答した 2,195 人（77.2％）を分析対象とした。 
まず、記述統計として、飲酒頻度（図 3）、1 回飲酒量（図 4）、ビンジ飲酒回数（図 5）につ
いてヒストグラムで図示し、正規性を確認した。表 4 に大学生の飲酒状況を男女に分けて
示す。男性 1,225 人（55.8%）、女性 970 人（44.2%）であった。週飲酒量が過剰な者は男
性 89 人（7.3%）、女性 96 人（9.9%）で、ビンジ飲酒者は男性 694 人（56.7%）、女性 465





3－2、結果 2 大学生の危険な飲酒とアルコール関連外傷との関係 
研究対象者のフローチャートを図 6 に示した。2,842 人の学生が期間中に健康診断を受診
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し、質問に適切に回答した 2,177 人を分析対象とした。 
対象者の特性を表 5 に示した。週飲酒量が過剰な者は男性 88 人（7.2%）、女性 93 人（9.7%）
で、ビンジ飲酒者は男性 693 人（56.8%）、女性 458 人（47.8%）であった。男性 79 人（6.5%）、
女性 81 人（8.5%）で週飲酒量が過剰、かつビンジ飲酒を行っていた。男性 81 人（6.6%）、




アルコール関連外傷歴のある者とない者に分けて比較を行った結果を表 6、表 7 に示す。ア
ルコール関連外傷歴のある者の中で、男性 78 人（96.3%）、女性 26 人（100%）が過去 1 年








ール関連外傷と関連していた。variance inflation factor は各因子間で 1.5 未満であり、投
入された因子間の多重共線性は許容範囲と考えられた。 
 
3－3、結果 3 大学生の危険な飲酒と飲酒量の自己認識との関係 
研究対象者のフローチャートを図 8 に示した。2,842 人の学生が期間中に健康診断を受診
し、質問に適切に回答した 2,093 人を分析対象とした。 
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対象者の特性を表 9 に示した。週飲酒量が過剰な者は男性 88 人（7.5%）、女性 96 人（10.4%）
で、ビンジ飲酒者は男性 691 人（59.2%）、女性 465 人（50.2%）であった。男性 79 人（6.8%）、




飲酒量の自己認識の違いによって、男女に分けて比較を行った結果を表 10、表 11 に示す。
184 人（8.8%）の週飲酒量が過剰な者および 1,156 人（55.2%）のビンジ飲酒を行っている
者のうち、150 人（81.5%）の週飲酒量が過剰な者【男性 67 人（76.1%）、女性 83 人（86.5%）】
















































者は男性で 140g /週、女性で 70g /週の純アルコール摂取と定義した。また、NIAAA12)の基
準に基づき、ビンジ飲酒者は 2 時間で男性 50g 以上、女性 40g 以上の飲酒と定義した。日
本は 1 ドリンクを 10g の純アルコール量と定義しているため、この定義は世界の標準と同
等レベルと考えられる。ビンジ飲酒と heavy episodic drinking23)は、どちらも 1 回のセッ









1 つ目は過去 1 年間のビンジ飲酒の経験を聞いたからと思われる。ビンジ飲酒の調査では慣
習的に過去 1 か月のビンジ飲酒に焦点を当てる先行研究が多いが、当たり前であるが過去
1 ヶ月間よりも過去 1 年間と長く期間を取ったほうがビンジ飲酒者をもれなく同定するこ


































14 の大学を対象とした白人大学生の横断研究で、過去 12 ヶ月間にアルコール関連外傷を
経験した大学生の 91％がビンジ飲酒の経験者であることを報告している 32)。O'Brien らの
調査は本調査よりも白人と女性の割合が高かったが、本研究と同様にビンジ飲酒とアルコ










































識は、これまで報告されている社会的規範理論 Social norm theory と関連がある。社会的
21 
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図４ 記述統計 1 回飲酒量 









































表４ 研究１ 大学生の飲酒状況 男女比較 
 
 
a:週あたりのアルコール摂取が男性 140g、女性 70g以上の場合,  










































表５ 研究２ 対象者の特性 
 
 
a:週あたりのアルコール摂取が男性 140g、女性 70g 以上の場合,  














表６ 研究２ アルコール関連外傷の経験の違いによる比較（男性） 
 
 
a: 週に 140g 以上のアルコール摂取（男性の場合）,  















表７ 研究２ アルコール関連外傷の経験の違いによる比較（女性） 
 
 
a: 週に 70g 以上のアルコール摂取（男性の場合）,  
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表１０ 研究３ 自己認識の違いによる比較（男性） 
 
 
















表１１ 研究３ 自己認識の違いによる比較（女性） 
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